
業務委託仕様書 

１ 件 名 

  令和８年度昭和村秋の体験ツアー業務委託 

 

２ 履行期間 

  契約締結日から令和８年（２０２６年）１２月１４日（月）まで 

 

３ 履行場所 

  草加市及び福島県昭和村（交流・観光拠点施設「喰丸小」）ほか 

 

４ 事業概要 

  昭和村秋の体験ツアー 

  ⑴ 催 行 日 令和８年１１月１３日（金）から１４日（土）までの１泊２日 

  ⑵ 定 員 ４０名 

  ⑶ 内   容 矢ノ原湿原にて紅葉見学、代官清水を使ったコーヒー（又は紅茶）タ

イム、喰丸小でのイベント参加、昭和村の魅力を体験出来るもの     

          ※ 昭和村担当者との調整及び天候等により内容を変更する可能性あり。 

  ⑷ 参加対象者：草加市内在住者 

  ⑸ 宿 泊 施 設：昭和温泉しらかば荘及び民宿松屋 

【募集条件】 

 ① 昭和温泉 しらかば荘：１組につき２人以上５人以下 

 ② 民宿 松屋：１組につき１人以上３人以下 

⑹ 昼 食 場 所：郷土食伝承館 苧麻庵（住所：福島県大沼郡昭和村佐倉上ノ原１） 

  ⑺ 往復ルート（例） 

   【第１日】 

 ７時３０分 草加駅周辺 出発 

        草加ＩＣ ～ 東京外環自動車道 

        浦和ＪＣ ～ 東北自動車道 

        西那須野塩原ＩＣ 

１２時００分 道の駅からむし織の里しょうわ 到着（昼食） 

１３時１０分 矢ノ原湿原（紅葉見学、代官清水を使ったコーヒー（又は紅茶）タ 

       イム） 

１５時４０分 宿泊施設（昭和温泉しらかば荘）到着 

１５時５５分 宿泊施設（民宿松屋）到着 

 

   【第２日】 

      ９時３０分 宿泊施設（昭和温泉しらかば荘） 出発 

     ９時４５分 宿泊施設（民宿松屋）到着 

    １０時００分 喰丸小到着（イベント参加（手仕事マルシェ）） 

    １１時４０分 道の駅からむし織の里しょうわ 到着（昼食：苧麻庵） 

    １３時００分 昭和村（道の駅からむし織の里しょうわ） 出発 

        西那須野塩原ＩＣ ～ 東北自動車道 

        浦和ＪＣ ～ 東京外環自動車道 

        草加ＩＣ  

    １７時３０分 草加駅周辺 到着 

 

 
設定 

・旅程の総距離は４９０ｋｍ 

・２日間の総時間２１時間（点呼・点検時間を含む） 

・上記に自社のバス車庫までの距離と時間を加算して積算すること 



５ 委託内容 

 ⑴ ツアー内容及び行程について 

  ① 受注後にツアー内容、行程に変更が生じた場合は発注者に報告すること。なお、

「４ 事業概要 ⑺ 往復ルート」に定める距離及び時間に軽微な変更が生じた場合

でも、変更契約の対象とはしない。ただし、発注者及び昭和村からの指示及び大規模

災害等によって大幅な変更が生じた場合には、発注者と協議することとする。 

  ② 往路、復路ともに移動は優先的に有料道路を使用し、原則として最短時間のコース

をとるものとする。ただし、自然災害や道路交通事情等によりやむを得ず変更する場

合はその限りではない。 

 ⑵ 参加者への通知 

  ① 受注者は、発注者から受け取った参加決定者に係る電子データを基に参加者決定通

知書を作成し、印刷の上、申込者全員に速やかに送付すること。 

  ② 当選者（参加決定者）の参加者負担額については、受注者が徴収するものとし、当

選者へ通知すること。なお、キャンセル対応については、旅行業法に基づき観光庁が

定める「標準旅行業約款」に準ずるキャンセル規定に基づくものとする。 

 ⑶ 参加者との連絡調整 

  ① 参加者との連絡調整は、受注者が窓口となり実施すること。 

  ② ツアー内容や第 1日目の集合場所等についての案内をツアー催行日１週間前までに

通知すること。 

  ③ 荒天のためツアーの実施が困難であると判断した場合は、前日までに発注者と協議

の上、中止の判断をし、参加者に連絡すること。 

 ⑷ 交通等の手配 

  ① 集合から解散まで一貫して同行するバス運転手１名及び添乗員１名を配置すること。 

  ② バスは受注者が手配し、補助席を使用しない状態で、参加者と添乗員、発注者（２

名程度）が座れる正座席４５名以上の大型車の車両とすること。また、参加者全員の

荷物を積むための大型トランクルームを有し、かつ車内換気能力を有したスタンダー

ドクラス以上の空調設備完備車とすること。 

  ③ ツアーの行程に加え、適宜、各宿泊施設間の送迎を行うこと。 

 ⑸ 昭和村関係者との調整 

  ① 受注者は、発注者が仮予約を行う宿泊施設へ参加者決定名簿を基に予約確定に係る

手続き等宿泊に必要な手配を行うこと。この他、食事の内容については、アレルギー

等の安全性に十分配慮し、特別な対応が必要な参加者については、関係者と事前に調

整すること。 

  ② 受注者は、発注者が予約を行う昼食場所（苧麻庵）に対して事前に参加者へ注文数

を確認した上で手配をすること。この他、食事の内容については、アレルギー等の安

全性に十分配慮し、特別な対応が必要な参加者については、関係者と事前に調整する

こと。 

  ③ 参加者より徴収した宿泊費については、受注者が昭和村関係者及び宿泊施設へ支払

うこと。 

  ④ 添乗員及び運転手は、昭和温泉しらかば荘に宿泊すること。なお、随行する発注者

の宿泊先については、空室等を考慮し、発注者が手配するものとする。 

 ⑹ 参加者への配布物の作成 

   参加者用の「旅のしおり」を作成し、人数分印刷の上、配布すること。作成に当たっ

ては、①昭和村の概要、②姉妹都市交流の歴史、③年間交流事業概要、④ツアー行程及

び内容、⑤注意事項等を記載すること。なお、アンケートについては発注者が作成し、

事前にデータを受注者へ送付するものとする。 

 ⑺ ツアーの催行 

  ① 往路の車中において、昭和村の概要や交流の歴史、ツアー内容や注意事項等を参加

者に説明すること。また、復路の車中においてはアンケートの記入を参加者に依頼



し、今後行われるツアーの概要等を説明すること。 

  ② 往路、復路において、原則として、１時間おきにトイレ休憩をとるものとする。ま

た、渋滞が予想される場合は、状況を考慮して必ずトイレ休憩をとること。 

  ③ 昭和村内にて各種体験のほか、食事や土産物の購入、トイレ休憩にかかる時間を十

分とること。 

  ④ 参加者に対し、撮影した写真は本市がホームページまたはその他の広報資料等で使

用する旨を伝え、予め承諾を得ておくこと。 

  ⑤ その他、ツアー催行に当たり必要なことについて、発注者及び昭和村の担当者等の

指示に従い履行すること。 

 ⑻ 業務完了報告 

   ツアー催行中に撮影した写真（電子データ）、アンケート原本及び集計結果を、ツア

ー終了後１か月以内に業務完了報告書とともに提出すること。 

 ⑼ 注意事項 

  ① 参加者に、昭和村内における注意喚起を行うなど、ツアーの実施中は参加者の安全

に留意し、事故等が生じた場合は受注者の責任において誠意を持って対応すること。

また、事故等の場合に備え、参加者に対する国内旅行傷害保険へ加入すること。 

  ② 受注者は、ツアー当日、発注者及び昭和村の担当者及び参加者が連絡のとれる携帯

電話を備え、参加者の安全に十分配慮すること。また、キャンセルやツアーに係る質

問等の連絡にも随時対応すること。 

  ③ 急病、怪我人等が発生した場合は、発注者及び昭和村の担当者に連絡の上、村内診

療所や近隣医療機関等に速やかに搬送すること。また、医療機関の連絡先について

は、催行までに把握しておくこと。 

  ④ 自然災害・道路事故等が発生した時は、発注者及び昭和村の担当者に速やかに報告

の上、参加者の安全を第一として直ちに適切な処置を講ずること。また、必要に応じ

て関係機関に連絡すること。 

  



 

６ 参加者の負担額 

 参加者は、下記の費用の実費相当額を負担する(負担額参考：下記表） 

宿泊施設 対象 

内訳  

合計 

（1人当た

り） 

⑴ 宿泊業者 

（宿泊料） 

⑵ 昼食場所  

（２日目昼食代）
⑶ 旅行業者 

（参加費） 

昭和温泉 

しらかば荘 

(温泉あり) 

※1組につき

2～5名 

中校生以上 

※参加者数に応じて１

人当たりの料金が変更

します。 

 

・2名の場合 

1人当たり14,850円ⅰ 

・3名の場合 

1人当たり14,150円ⅱ 

・4～5名の場合 

1人当たり13,650円ⅲ 

1人当たり 

1,500円 

1人当たり 

8,000円 

24,350 ⅰ 

23,650 ⅱ 

23,150 ⅲ 

小学生      9,200円ⅳ 18,700 ⅳ 

幼児      7,700円ⅴ 17,200 ⅴ 

民宿松屋 

※1組につき

1～3名 

高校生以上 

     9,200円ⅵ 18,700 ⅵ 小・中学生 

幼児 

 

※ 参加者の負担額は、今後の昭和村との調整や天候等により変更する可能性あり 

 ※ 昼食については、１日目は各自持参するものとする。 

 ※ １日目の矢ノ原湿原でのコーヒー（又は紅茶）、お菓子代は無料。 

 ※ ２日目の喰丸小のイベントにおけるワークショップへの参加や商品購入に伴う費用に

ついては参加者の自己負担とすること。 

 ※ 参加費は、バス借上料、有料道路通行料、国内旅行傷害保険料の一部に当たる。 

  ※ 参加者がキャンセルした場合は、旅行業法に基づき観光庁が定める「標準旅行業約

款」に準ずるキャンセル規定に基づき参加者へ返還する。 

  



 

【キャンセル時返金料】 

 ※「標準旅行業約款」第７章 第２７条 別表第一取消料 一国内旅行に係る取消料参照 

     

７ 委託料 

  発注者は、参加者負担（６参加者負担額 ⑶旅行業者）を除く経費を委託料として受注

者へ支払う。 

 なお、必要に応じて精算変更することとする。 

 ⑴ バス借上げ費（運賃） 

 ⑵ 有料道路通行料（特大車・ＥＴＣ料金） 

 ⑶ 添乗員ガイド料 

 ⑷ バス運転手宿泊費及び経費［食事代含む］ 

 ⑸ 添乗員宿泊費及び経費［食事代含む］ 

 ⑹ 昭和村関係者及び宿泊施設との調整に係る経費 

 ⑺ 参加者の連絡調整に係る経費 

 ⑻ アンケート等業務完了報告作成に係る経費 

 ⑼ 参加者への配布物に係る経費 

 ⑽ 通知及び連絡に係る経費 

 ⑾ 国内旅行傷害保険料 

 ※保険の概要及び保険金額は下記のとおりとする。 

 

８ 保険の概要 

 事業参加中（市外事業）の事故、参加者の往路途中及び帰宅途中（通常経路）の事故 

区分 取消料 ⅰ ⅱ ⅲ ⅳ ⅴ ⅵ 

イ 旅行開始日の前日から

起算してさかのぼって２０

日目に当たる日以降に解除

する場合(ロからホまでに掲

げる場合を除く。)  

旅行代金

の２０％

以内 

19,480 18,920 18,520 14,960 13,760 14,960 

ロ 旅行開始日の前日から

起算してさかのぼって７日

目に当たる日以降に解除す

る場合(ハからホまでに掲げ

る場合を除く。) 

旅行代金

の３０％

以内 

17,045 16,555 16,205 13,090 12,040 13,090 

ハ 旅行開始日の前日に解

除する場合 

旅行代金

の４０％

以内 

14,610 14,190 13,890 11,220 10,320 11,220 

ニ 旅行開始当日に解除す

る場合(ホに掲げる場合を除

く。) 

旅行代金

の５０％

以内 

12,175 11,825 11,575 9,350 8,600 9,350 

ホ 旅行開始後の解除又は

無連絡不参加の場合 

旅行代金

の １ ０

０％以内 

0 0 0 0 0 0 



９ 保険金額 

 ・死亡・後遺障害保険金額１名につき５００万円以上 

 ・入院保険金日額１名につき３,０００円以上 

 ・通院保険金日額１名につき１,５００円以上 

 ・賠償責任保障特約２,０００万円以上 

   

 

１０ 委託料の支払方法 

  委託料は、業務完了後に支払うものとする。 

 

１１ その他 

 ⑴ 本仕様に疑義が生じた場合は、あらかじめ担当者と十分協議すること。 

 ⑵ 受注者は、都道府県又は観光庁に対して旅行業第 1種から第 3 種区分のいずれかに旅

行業法に基づく登録があることを条件とし、旅行業業務の適正な運営を確保するとと

もに、旅行業務に関する取引の公正な維持、旅行の安全の確保及び旅行者の利便の増

進を図ること。 

 ⑶ 業務の実施に当たっては、人権を尊重するとともに、業務に関わる者が人権に配慮す

ることができるよう努めること。 

 ⑷ 受注者は、委託業務の全部又は一部の処理を第三者に委託し、又は請け負わせてはな

らない。ただし、業務を効率的に実施するに当たり必要と認められる場合には、発注

者と協議の上、業務の一部を委託することが出来る。なお、その場合において、受注

者は再委託した業務に関する進捗管理を責任もって行うものとし、最終的な責任を受

注者が負うこととする。 

 ⑸ 個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）及び別記個人情報取扱特記

事項を遵守すること。また、業務上知り得た事項を漏らしてはならない。 

 ⑹ 別記外部委託における情報セキュリティ遵守事項を遵守すること。 

 ⑺ 草加市環境マネジメントシステムの取組みに協力すること。 

 ⑻ 草加市政における公正な職務執行の確保に関する条例（平成１９年条例第１６号）第

６条及び草加市が締結する契約からの暴力団排除措置要綱（平成８年告示第１５５

号）第９条の規定に基づき、次の事項を遵守すること。 

  ① 受注者及び受注者の下請業者が、不当要求行為を受けた場合又は不当要求行為によ

る被害を受けた場合若しくは被害が発生するおそれがある場合は、市長に報告すると

ともに、所轄の警察署に通報すること。 

  ② 受注者は、市及び所轄の警察署と協力し、不当要求行為の排除対策を講じること。 

 ⑼ 業務の遂行に当たっては、関係法令を順守すること。 

 ⑽ 国土交通省及び関東運輸局が定める貸切バスの運賃・料金額（令和５年８月２５日付

け国土交通省施行及び同日関東運輸局公示）を適用すること。 

 

１２ 契約保証金  無 

 

１３ 問合せ先 

    文化観光課 観光交流係 小林、佐藤 

 電話：０４８（９２２）２４０３（直通） 


